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０ ・はじめに 
 
 平成 16年秋、福井高専は webサイトを刷新した。 
 今回のサイト刷新にあたっては初めて制作を外注することになり、数社によるプレゼンテーション
が行われた。すべての案に共通していたのは、サイトの主なターゲットを「中学生ならびにその保護
者」とすること。それはつまり、従来のサイトはターゲットが絞りこまれていず、そのため外に開か
れた広報としての役割を充分には果たしていない、という外部からの評価とも言えた。 
 プレゼンの結果、中学生向けコンテンツ制作のノウハウという観点から発注先として某社が選ばれ
た。私は本校側の窓口として、資料や情報を提供し、制作者側から提示されるページ案の調整を行う
役目を担うことになった。その結果、サイト運営における生徒のプライバシー保護の重要性について、
改めて考えさせられることになったのである。 
 
１ ・サイトの新機軸 
 
 初夏というにはすでに暑過ぎる 6月下旬、制作者側から提示された新 web サイトの構成案は、非常
に目新しく斬新で、急進的にさえ見えた。何より私たちを驚かせたのは、「できる限り生徒の写真を
使いたい」という提案だった。 
 従来のサイトでは生徒の写った写真がほとんど使われていなかった。これは本校に限ったことでは
ない。全国の高専が web サイトを運営しているが、プライバシー保護の観点から、生徒写真を前面に
押し出しているサイトは皆無である。これは高専だけでなく、大多数の高等教育機関でも同様だろう。
「生徒の写真を使いたい」という提案に、私たちが困惑したのも当然のことと言える。 
 しかしターゲットを中学生とするとき、高専は web サイトを通じて何を伝えるべきだろうか。もち
ろん高等教育機関としての教育の充実は伝えなくてはならない。高校では学ぶことのできない高度な
技術者教育は、高専にとって重要なアピールポイントの１つだ。だが一方で、充実した高専生活も重
要なアピールポイントであるはずだ。高専生活の魅力を伝えるには、もっとも説得力を持つのが生徒
の生の声であり、笑顔ではないだろうか。 
 考えてみれば、本校には兄弟姉妹で入学してくる生徒が多い。兄や姉が自分たちの経験した高専生
活を弟や妹に伝える。その言葉を聞き、表情を見た弟妹たちが兄姉の選んだ道を自分たちも選ぶ――
これ以上ない広報活動だろう。果たして、私たちは彼らほど有効な広報活動を行ってきただろうか。
従来の本校の web サイトは、高専の魅力を彼らほど強く伝えてきただろうか。 
 web サイトは本校の広報活動の一環である。でありながら、従来のサイトはその活動を充分に行って
いたとは言いがたい。そう考えた私たちは、「生徒の写真を使いたい」という提案に思い切って乗る
ことにした。 
だがまったく問題がないわけではない。これまで生徒写真を極力使わなかったのは、プライバシー
保護の問題があるからだ。せっかく魅力的なサイトを制作しても、掲載された写真が原因で生徒に危
害が及ぶことがあってはならない。 
具体的に何をしたらいいのか、何をしてはいけないのか。私たちは早急に、生徒写真を掲載する際
のプライバシー保護のガイドラインを考えなくてはならなかった。 
 
２ ・プライバシー保護のガイドライン 
 
プライバシー保護のために何をするべきか。私たちが考えた方策は以下の通りである。 
・ 個人を特定できる生徒写真は使わない。 
・ 個人を特定できる情報は載せない。 
・ 生徒写真を使用する際には本人の了承を得る。 
以上に基づいて、まず用いる写真の多くを集合写真とした。「高専生の一日」のページには生徒の
目から見た通学風景の写真を掲載した。つまり生徒自身は写っていない。自宅附近の風景も入ってい
ない。生徒からは多数の写真や情報の提供を得たが、実際に作成したページ試案を全員に見てもらい、
あらためて掲載の了解を得た上で決定稿を作成した。 
 こうして刷新された web サイトは、従来とはまったく異なる構成、内容となった。生徒の写真を用
いたという点だけではない。生徒の協力を得て制作されたページは、まさに生徒とともに作ったペー
ジになっていた。特に中学生向けのコンテンツには、生徒からもたらされた情報やアイデアがそこか
しこで活かされている。「ロボコン」のページは実際に全国大会で優勝したメンバーにシナリオを作
ってもらった。「工場見学旅行」のページでは 1年近く前の旅行の様子を生徒に一生懸命思い出して
もらった。「高専生の一日」でもコメントは生徒に書いてもらった。こうして作られたページは、先
輩が後輩に伝えたい高専生活の魅力がぎっしりと詰まったものになった。 
 
 新 web サイトは 10 月から運営を開始したが反応はおおむね良好であった。アカデミックさが少々乏
しくなったという意見もあるが、全体として、非常に見やすく、高専の魅力をうまく伝えているとい
う声が多い。 
 
３ ・プライバシー保護のガイドラインの再考 
 
 しかし、web サイトは生き物である。日々更新していかねばならない。中学生向けコンテンツの制作
は夏場だったため、秋以降の学校行事については今後随時更新を行う必要がある。その他のページに
ついても同様である。新サイト運営開始期のドタバタを何とか潜り抜けた私たちは、あらためて生徒
のプライバシー保護のガイドラインをきちんと考察することにした。 
 まず、今回の刷新で明らかになった問題点、改善すべき点を洗い出した。そして、今まであやふや
であったプライバシー保護について、しっかりしたシステムを構築することにした。こうして作られ
た生徒のプライバシー保護の新しいガイドラインは以下の通りである。 
 
1. 生徒の写真（画像）掲載については、本科 1～3 年生は本人および保護者の同意を、4年生以上は
本人の同意を必要とする。ただし明らかに個人の特定が困難である場合には上記の限りではない。 
2. 個人特定の可能性がある写真（画像）については、縮小などの写真（画像）加工や個人情報管理
の徹底により、できる限り特定されないよう配慮する。 
3. 同意を得たページ以外には生徒の写真（画像）を使用しない。同一の写真（画像）を別途使用す
る際にはあらためて了解を得る。 
4. 本人、もしくは保護者からの画像削除・修正依頼に対しては迅速に対応する。 
 
以上 4点を「福井工業高等専門学校 webサイトにおける生徒の写真に関する留意事項」（別添）と
してまとめた。またこれに附随して、webサイトに使用する写真や画像の権利の所在を明確にするた
めに、 
 
1. 写真（画像）に対する肖像権、画像送信権は福井高専に帰属する。 
2. HP 更新などに際する画像の削除については、本人および保護者の了解を得ずに行うことができる。 
 
という 2点を同じく「留意事項」に併記することにした。要約すれば、生徒の写真や画像を使用する
際は、極力個人を特定されないような措置をとること。特定の可能性が考えられる写真（画像）を使
用しなくてはならない場合には、本人および保護者にこの「留意事項」文書を確認してもらい、別途
制作した「同意書」（別添）に署名してもらった上でサイトに使用すること。以上が生徒のプライバ
シー保護のための基本システムである。 
 なおこのシステムは、これまでセンターが管理監督していなかった学内の web サイト、たとえば教
員の個人ページや各部活動・同好会のページに対しても適用することにした。これは各サイトを管理
監督するのが目的ではない。今回のシステム構築によって、学内の教職員に、生徒のプライバシー保
護に目を向けてもらうことが真の目的なのである。 
  
４ ・最後に 
 
今回の web サイト刷新は、外見的リニューアルに留まらず、生徒のプライバシー保護についてこれ
まできちんと考察してこなかった私に、重要な問題提起をしてくれた。このような機会を得られたこ
とを有難く思っている。 
今回作成したガイドラインは完全なものではないだろう。重大な事件を未然に防ぐ防波堤の役割を
担ってくれればよいが、こちらの想像しえない問題も起こりうる。しかし、新たな問題点が見つかれ
ばそれに随時柔軟に対処していく姿勢こそが、生徒のプライバシー保護に繋がるのだと考える。私た
ちに本当に必要なものは、明文化されたシステムではなく、生徒を守るという基本的思想なのである。 
 
（参考）福井工業高等専門学校 webサイトにおける生徒の写真に関する留意事項 
 
                         福井工業高等専門学校 
広報委員会ホームページ専門部会 
 
 このたび、福井工業高等専門学校（以下、福井高専という）では、ホームページ（以下、
HPという）を大幅に更新しました。他高専に比べても多くの生徒の皆さんの写真（画
像）を使わせて頂き、本校の雰囲気、勉学・学生生活を分かり易く紹介しており、好評を
得ております。 
 ついては、今後も HPの更新に際して、本校に対する関心や学習意欲を高め、開かれた
学校への取り組みに寄与するため、別紙資料のとおり、生徒の皆さんの画像を使用させて
頂きたいと考えています。 
 しかしながら、限定された対象に配布される書類などとは異なり、インターネット上に
公開される HPは、国内に限らず世界中からの閲覧が可能です。そのため、HPに用いる
画像や記述に関しては、人権についてより一層の配慮を必要とします。以下に本校 HPに
生徒の写真（画像）を使用する際の留意事項を記載します。 
 
生徒の写真（画像）使用に対する留意事項 
1. 生徒の写真（画像）掲載については、本科１～３年生は本人および保護者の同意を、
4年生以上は本人の同意を必要する。ただし明らかに個人の特定が困難である場合に
は上記の限りではない。 
2. 個人特定が可能な写真（画像）については、縮小などの写真（画像）加工や個人情報
管理の徹底により、できる限り特定されないよう配慮する。 
3.別添資料の使用例以外の使用は行わない。別途使用する際にはあらためて了解を得る。 
4. 本人、もしくは保護者からの画像削除・修正依頼に対しては迅速に対応する。 
 
また、取扱に関しては以下の点をご了承ください。 
HPに掲載する画像に対する権利の所在 
1. 写真（画像）に対する肖像権、画像送信権は福井高専に帰属する。 
2. HP更新などに際する画像の削除については、本人および保護者の了解を得ずに行う
ことができる。 
 
以上の点についてご了解いただき、HPへの写真（画像）使用についてご同意をいただ
けるのであれば、同封されている同意書にサインをしていただき、ご提出ください。 
 なお、ご同意いただけない場合にも、可能な範囲で結構ですので、その理由をお書き添
えください。お手数をおかけして申し訳ありませんが、今後の広報活動への参考とさせて
いだきたいと考えております。 
                                    以 上。 
（参考）同意書 
 
                              番号         
 
 
同 意 書 
 
                                                        平成  年  月  日 
 
 
福井工業高等専門学校 
 ホームページ専門部会長 殿 
 
 
 
 私は、福井工業高等専門学校ホームページに私の写真（画像等）を掲載することに関し
て、別紙の説明を受け、十分に理解した上で以下のとおり同意します。 
      
 
●同意する者の氏名等                            
所属（学科、学年）                
 
             氏 名                       
 
             保護者等氏名                   
 
 
●掲載ホームページ名                                                          
 
                     
●ホームページ掲載予定日                           平成   年  月  日 
 
 
●その他（ご意見等）  
 
 
 
 
